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はじめに 

Anastrepha striataは、ミバエ科の一種であり、数多くの植物に寄生することが確認されているこ

とから、大韓民国及びジャマイカでは本種の寄主植物の輸入を禁止し、インド、アメリカ合衆国、

オーストラリア及びニュージーランドでは輸出国に対して本種の殺虫を目的とした熱処理等の検疫

措置を求めている。なお、本種は、日本では「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれ

がないことが確認されていない有害動物」に該当し、輸入検査で発見された場合、消毒又は廃棄と

なる（農林省, 1950a; 農林省, 1950b; 農林水産省, 2011）。 

このため、日本においても本種に対するリスク評価を実施し、有害動植物の検疫上の位置づけを

明確にするとともに、適切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 

１．学名及び分類 

（１）学名 

Anastrepha striata Schiner 

 

（２）英名、和名等 

Guava fruit fly 

 

（３）分類 

種類：節足動物 

目：Diptera（ハエ目） 

科：Tephritidae（ミバエ科） 

属：Anastrepha 

 

（４）シノニム 

Dictya cancellaria Fabricius（CABI, 2020; Weems and Fasulo, 2015） 

Trypeta cancellaria (Fabricius)（CABI, 2020） 

 

（５）系統等 

情報なし。 

 

２．地理的分布 

（１）国又は地域（詳細は別紙１参照） 

中南米：エクアドル、エルサルバドル、オランダ領アンティル、ガイアナ、グアテマラ、コ

スタリカ、コロンビア、スリナム、トリニダード・トバゴ、ニカラグア、パナマ、パラ

グアイ、ブラジル、フランス領ギアナ、ベネズエラ、ベリーズ、ペルー、ボリビア、ホ

ンジュラス、メキシコ 

 

※ アメリカ合衆国では、過去にカリフォルニア州等で散発的な発生が確認されているが、

定着はしていない（Jiron et al., 1988; USDA, 2015; Weems and Fasulo, 2015; CABI, 

2020）。 

 

（２）生物地理区 

新北区及び新熱帯区の２区に分布する。 
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３．寄主植物及びその日本国内での分布 

（１）寄主植物（詳細は別紙２参照） 

本種はフトモモ科のフトモモ属、特にバンジロウ（グアバ）を主要な寄主植物とする種であ

る（Aluja et al., 2000a; Aluja et al., 2004; CABI, 2020; Weems and Fasulo, 2015）。なお、以

下の植物への寄生が報告されているものの、バンジロウ以外の植物における具体的な被害につ

いての情報はない。 

アカテツ科：スイショウガキ（スターアップル）（Chrysophyllum cainito）、アビウ

（Pouteria caimito）、ポウテリア・トルタ（P. torta） 

アカネ科：アラビアコーヒー（Coffea arabica） 

ウルシ科：カシューナッツ（Anacardium occidentale）、マンゴウ（Mangifera indica）、スポ

ンディアス・ドゥルキス（Spondias dulcis）、コガネモンビン（S. mombin）、モンビン

（S. purpurea） 

カキノキ科： ディオスピロス・ディジナ（Diospyros digyna） 

カタバミ科：ゴレンシ（Averrhoa carambola） 

カリオカル科： カリオカル・グラブルム（Caryocar glabrum） 

キョウチクトウ科： コウマ・ウティリス（Couma utilis）、パラハンコルニア・アマパ

（Parahancornia amapa） 

キントラノオ科：ナンセ（Byrsonima crassifolia）、アセロラ（Malpighia emarginata （=M. 

glabra、M. punicifolia）） 

クワ科：パラミツ（ジャックフルーツ）（Artocarpus heterophyllus） 

トケイソウ科：クダモノトケイ（パッションフルーツ）（Passiflora edulis） 

ノボタン科： ベルキア・ディコトマ（Bellucia dichotoma（=B. imperialis））、ベルキア・グ

ロッスラリオイデス（B. grossularioides）、ベルキア・ペンタメラ（B. pentamera（=B. 

axinanthera）） 

パパイヤ科：パパイヤ（Carica papaya） 

バンレイシ科： ロリニア・ムコサ（Rollinia mucosa（=Annona mucosa）） 

フトモモ科： カリコルプス・モリツジアヌス（Calycolpus moritzianus（=Psidium 

caudatum））、カンポマネシア・コルニフォリア（Campomanesia cornifolia（=C. 

lineatifolia））、レンブ（Eugenia javanica（=Syzygium samarangense））、ユーゲニ

ア・リグストリナ（E. ligustrina）、ユーゲニア・ルスクナティアナ（E. 

luschnathiana）、マレイフトモモ（E. malaccensis（=S. malaccense））、ユーゲニア・

スティピタタ（E. stipitata）、タチバナアデク（E. uniflora（=S. michelii））、プシディ

ウム・アクタングルム（Psidium acutangulum）、テリハバンジロウ（Psidium 

cattleianum）、コスタリカバンジロウ（P. friedrichsthalianum）、バンジロウ（P. 

guajava）、プシディウム・グイネエンセ（P. guineense（= Psidium araca））、プシデ

ィウム・ケンネディアヌム（P. kennedyanum）、プシディウム・ラルオッテアヌム（P. 

laruotteanum（=P. savannarum））、プシディウム・サルトリアヌム（P. sartorianum） 

マメ科：インガ・エドゥリス（Inga edulis（=I. vera））、インガ・ベルティナ（I. velutina） 

ミカン科：スウィートオレンジ（Citrus sinensis） 

ヤシ科：バカバヤシ（Oenocarpus bacaba） 

 

（２）寄主植物／非寄主植物の根拠 

ア アボカド（Persea americana）を寄主植物としない根拠  
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Liquido et al.（2011）は、グリーンのハス種アボガドの本種、ミナミアメリカミバエ

（Anastrepha fraterculus）及びチチュウカイミバエ（Ceratitis capitata）の寄生性を決定す

るため野外調査を実施し、グリーンのハス種アボガドが上記３種の適切な寄主植物とはなら

ないことを明らかにした。また、Aluja et al.（2004）は、アボカドを本種の自然寄主として

は考えられない旨を報告している。 

これらのことから、アボカドは、本種の寄主植物ではないと判断した。 

 

イ スウィートオレンジ以外のミカン属（Citrus sp.）を寄主植物としない根拠 

EPPO（2001）及びCABI（2020）には、本種の寄主植物としてミカン属が記載されてい

るが、他の文献でスウィートオレンジ以外のミカン属の果実への寄生に関する情報はなく、

被害情報も得られなかった。 

ブラジルのアマパ州における本種の果実調査で、まれにスウィートオレンジの果実から本

種が発見された旨の報告がある（Silva et al., 2009）が、ブラジル（Jesus-Barros et al., 

2012; Taira et al., 2013; Lemos et al., 2017）、メキシコ（Aluja et al., 2000a; Aluja et al., 

2004; Sosa-Armenta et al., 2015）、ペルー（Liquido et al., 2011）でミカン属を含む果実調

査に基づくミバエ類の加害調査では、スウィートオレンジからも本種は発見されていない。 

このことから、ミカン属全体を本種の寄主植物とはせず、本種の主要な寄主植物ではない

がスウィートオレンジは本種の寄主植物と判断した。 

 

ウ マンゴウを寄主植物とする根拠 

マンゴウの果実は、過去に本種による加害の報告があり（Norrbom et al., 2019）、ま

た、フランス領ギアナにおける果実調査に基づくミバエ類の加害調査において、本種が主に

バンジロウや他のフトモモ科を加害していたが、まれにマンゴウから発見された旨の報告が

ある（Vayssières et al., 2013） 

一方、ブラジルのアマパ州（Jesus-Barros et al., 2012; Lemos et al., 2017）、アマゾナス

州（Silva et al., 1996）、パラ州（Silva et al., 1998）における果実調査に基づくAnastrepha

属の加害調査において、マンゴウから本種は発見されていない。また、ブラジルのマンゴウ

園地におけるトラップを利用した密度調査においても、捕獲されたミバエ類の95.77%がチ

チュウカイミバエ、4.23%がAnastrepha属であり、捕獲された雌成虫のAnastrepha属の

うち91.7%がニシインドミバエ（A. obliqua）、本種は0.7%であったとの報告がある

（Montes et al., 2012）。さらに、ブラジル以外の国においても、メキシコのキンタナロー

州（Sosa-Armenta et al., 2015）、ペルー（Liquido et al., 2011）、コスタリカ（Jiron and 

Hedstrom, 1988）、コロンビアのアンティオキア州（Francisco and Raul, 1989）でマンゴ

ウを含む果実調査に基づくAnastrepha属の加害調査が実施されたが、マンゴウから本種は

発見されていない。 

これらの情報から、マンゴウは本種の主要な寄主植物ではないと考えられるが、記録があ

ることから寄主植物と判断した。 

 

（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

マンゴウ：沖縄県、宮崎県、鹿児島県等10県で栽培。 

クダモノトケイ：鹿児島県、沖縄県等６都県で栽培。 

スウィートオレンジ：静岡県、愛媛県等４県で栽培。 

パパイヤ：宮崎県、鹿児島県及び沖縄県で栽培。 

ゴレンシ：宮崎県及び沖縄県で栽培。 
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バンジロウ：鹿児島県及び沖縄県で栽培。 

アセロラ：沖縄県で栽培。 

 

４．寄生部位及びその症状 

卵及び幼虫が果実に寄生する。 

多くのAnastrepha属の種は寄主植物の果皮下に産卵する。産卵された果実は通常産卵痕が

見られる。甘みの強い果実の場合は、産卵部位から糖分の浸出が見られる（CABI, 2020）。 

 

５．移動分散方法 

（１）自然分散 

Anastrepha属の成虫は135km飛翔した記録があり、自然分散は重要な移動手段である

（CABI, 2020）。 

 

（２）人為分散 

寄生果実の移動による分散が知られている。また、着果した植物のこん包内又は土壌中の蛹

の移動についても分散のリスクがある（CABI, 2020）。 

 

６．有害動物の大きさ及び生態 

（１）有害動物の大きさ 

幼虫：体長7.0～9.0mm、幅1.2～1.5mm（CABI, 2020）。 

成虫：中胸背板の長さ2.45～3.57mm、翅長5.9～7.7mm（Weems and Fasulo, 2015）。 

 

（２）繁殖様式 

有性生殖。 

なお、交尾行動により、雄から雌に栄養交換（trophallaxis: 分泌物を口から交換・伝達する

こと。）を行うことが報告されているのは、Anastrepha属では本種のみである（CABI, 

2020）。 

 

（３）年間世代数 

果実に産卵された卵は３～６日でふ化し、幼虫態は土壌中において15～25日で蛹化し、15

～19日後に羽化する。成虫は年間を通じて出現する（CABI, 2020）。 

本種は１回の産卵で１～３個（平均1.5個）の卵を産む（Aluja et al., 2000b; CABI, 

2020）。 

 

（４）植物残さ中での生存 

情報なし。 

 

（５）休眠性 

情報なし。 

 

７．媒介性又は被媒介性 

情報なし。 
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８．被害の程度 

本種は、主にフトモモ科のフトモモ属に寄生し、特にバンジロウの果実を好適寄主植物とし、

幼虫が果肉を加害する（CABI, 2020; Weems and Fasulo, 2015）。バンジロウの果実が未熟な

段階から被害が生じ、発生地では深刻な被害を与えるため、バンジロウ栽培における重要な害虫

と考えられている（Marsaro Junior et al., 2013; Vayssières et al., 2013）。メキシコのベラクル

ス州では、主に本種及びミナミアメリカミバエによる深刻な被害のため、商業用のバンジロウ農

園が存在しない（Birke and Aluja, 2011）。コスタリカでは、94地点から採取したバンジロウ

138サンプルのうち97.8%に本種が寄生していたとの報告がある（Marsaro Junior et al., 

2013）。 

 

９．防除 

本種の発生地では寄生果実及び落下した果実の除去、カバースプレーやベイトスプレーの散布

が実施されている（CABI, 2020）。 

アメリカ合衆国カリフォルニア州では、2011年にサンディエゴ郡で本種がトラップ調査で発見

された際、発生地及びその周辺において寄主果実の目視及び切開検査、トラップを用いた発生調

査、寄主植物及び土壌への薬剤散布並びに寄主植物の除去、廃棄等の措置を含む緊急防除が行わ

れ（CDFA, 2011）、定着には至っていない（USDA, 2015）。 

なお、殺虫試験の情報として、３齢幼虫（裸虫）を温湯浸漬処理した結果、本種は、41.53℃で

90分又は39.67℃で120分の処理により、プロビット９を満たす水準で殺虫されるとの報告があ

る（Matias-Hernandez et al., 1998）。 

 

１０．診断、検出及び同定 

形態的特徴により同定。ただし、成虫以外の態での同定は非常に困難である（Weems and 

Fasulo, 2015）。 

本種は、他のAnastrepha属の種と背面小刺毛及び気門の形態に違いが見られる（CABI, 2020）。 

国際基準No. 27 DP9: Genus Anastrepha Schinerにより同定（FAO, 2016a）。 

 

１１．日本における輸入検疫措置 

輸入時に本種の寄生の有無について目視検査を実施する。本種は「まん延した場合に有用な植

物に損害を与えるおそれがないことが確認されていない有害動物」であり、輸入検査で発見され

た場合は、消毒又は廃棄となる（農林省, 1950a; 農林省, 1950b; 農林水産省, 2011）。 

なお、以下の植物は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950b）別表２の２のAnastrepha属の対

象植物であるが、日本が認定した作業計画に基づく検疫措置を実施することを条件に輸入が認め

られており、同作業計画には本種も含まれている。 

・ メキシコ産マンゴウの生果実 

・ メキシコ産スウィートオレンジの生果実 

 

１２．諸外国における輸入検疫措置等 

（１）輸入禁止 

大韓民国及びジャマイカは、本種の寄主植物の輸入を禁止している（APQA, 2019; MICAF, 

2005）。 

 

（２）検疫措置 

下記ア～エの国は、国家植物防疫機関（National Plant Protection Organization (NPPO)）が
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定める基準に基づき、本種の発生国に対して検疫措置を要求している。また、下記オのとお

り、国際植物防疫条約（Internationl Plant Protection Convention (IPPC)）で定める「植物検疫

措置に関する国際基準（International Standard of Phytosanitary measuses (ISPM)）」（以下

「国際基準」という。）では本種を含むミバエ科に対する検疫措置基準が策定されている。 

ア アメリカ合衆国 

（ア）温湯浸漬処理（USDA, 2016） 

ａ マンゴウの生果実（T102-a） 

対象ミバエ：チチュウカイミバエ、Anastrepha属、メキシコミバエ（Anastrepha 

ludens） 

基準：温湯温度46.1℃以上で、果実重量375gまでは65分間、376～500gは75分

間、501～700gは90分間、701～900gは110分間 

（イ）強制通風加熱処理（USDA, 2016） 

ａ ミカン属の生果実（メキシコ及びアメリカ合衆国の発生地域から発送されるもの）

（T103-a-1） 

対象ミバエ：Anastrepha属 

基準：90分以上の時間をかけて果実中心温度44℃とし、その後100分間処理 

（ウ）蒸熱処理（USDA, 2016） 

ａ マンゴウ、スウィートオレンジ、クレメンティン及びグレープフルーツの生果実（メ

キシコから発送されるもの）（T106-a） 

対象ミバエ：Anastrepha属（メキシコミバエを含む。） 

基準：果実中心温度43.3℃で６時間 

（エ）低温処理（USDA, 2016） 

ａ スウィートオレンジ及びマンダリンオレンジ（タンジェリン、クレメンタイン）の生

果実（T107-L） 

対象ミバエ：Bactrocera zonata、チチュウカイミバエ、ナタールミバエ（Ceratitis 

rosa）、Anastrepha属（メキシコミバエを除く。） 

基準：1.67℃以下で18日間 

ｂ リンゴ、アンズ、ゴレンシ、サクランボ、ブドウ、グレープフルーツ、スウィートオ

レンジ、ザクロ及びタンジェリン（クレメンティンを含む。）の生果実（T107-c） 

対象ミバエ：Anastrepha属（メキシコミバエを除く。） 

基準：０℃以下で11日間、0.56℃以下で13日間、1.11℃以下で15日間又は1.67℃

以下で17日間 

ｃ リンゴ、アンズ、ブルーベリー、サクランボ、ブドウ、グレープフルーツ、キウイフ

ルーツ、マンダリンオレンジ、ネクタリン、スウィートオレンジ、モモ、ナシ、セイヨ

ウスモモ、ザクロ、マルメロ、タンジェロ、タンジェリン（クレメンティンを含む。）

（T107-a-1） 

対象ミバエ：チチュウカイミバエ、Anastrepha属（メキシコミバエを除く。） 

基準：1.11℃以下で15日間又は1.67℃以下で17日間 

（オ）臭化メチルくん蒸（USDA, 2016） 

ａ スウィートオレンジ、グレープフルーツ、クレメンティン（タンジェリン）（メキシ

コ及びアメリカ合衆国の検疫地域から発送されるもの）（T101-j-2-1） 

対象ミバエ：Anastrepha属 

基準：40g/m3、２時間、26.7℃以上 

（カ）システムズアプローチ（USDA, 2003） 
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ａ メキシコ及びアメリカ合衆国の合意 

対象ミバエ：Anastrepha属 

 

イ オーストラリア（BICON, 2019） 

（ア）メキシコ産マンゴウの生果実 

ａ 病害虫無発生地域 

対象ミバエ：ミバエ全般 

対象地域：ソノラ州、バハ・カリフォルニア・スル州、チワワ州及びシナロア州の一

部（Ahome、El Fuerte、Choix、Guasave及びSinaloa） 

ｂ 温湯浸漬処理 

対象ミバエ：ミバエ全般 

基準：46.1℃以上の温湯で果実重量が500gまでは75分間、500g～700gは90分

間、701g～900gは110分間 

ｃ 放射線照射 

対象ミバエ：ミバエ全般 

基準：150Gy～1,000Gy 

 

ウ ニュージーランド 

（ア）ペルー産マンゴウの生果実（MPI, 1999a; MPI, 2019） 

ａ 温湯浸漬処理 

対象ミバエ：本種、ミナミアメリカミバエ、ニシインドミバエ、チチュウカイミバエ 

基準：温湯温度46.1℃で、果実重量425gまでは75分間、426～650gは90分間 

（イ）エクアドル産マンゴウの生果実（MPI, 1999b; MPI, 2019） 

ａ 温湯浸漬処理 

対象ミバエ：本種、ミナミアメリカミバエ、ニシインドミバエ、ウスグロミバエ

（Anastrepha serpentina）、チチュウカイミバエ 

基準：温湯温度46.1℃で、果実重量425gまでは75分間、426～650gは90分間 

 

エ インド（PQIS, 2003） 

（ア）アメリカ合衆国産ミカン属の生果実 

ａ 病害虫無発生地域（国際基準に基づくもの） 

対象ミバエ：本種、ミナミアメリカミバエ、メキシコミバエ、ウスグロミバエ、カリ

ブミバエ（Anastrepha suspensa） 

ｂ 臭化メチルくん蒸処理 

対象ミバエ：Anastrepha属 

基準：40g/m3、２時間、21℃以上 

ｃ 低温処理 

対象ミバエ：Anastrepha属 

基準：0.55℃以下で18日間又は1.1℃以下で20日間 

 

オ 国際基準 

（ア）ミバエ科の寄主植物（果実及び野菜） 

ａ 放射線照射処理 

対象ミバエ：ミバエ科 



 

8 

基準：最低150Gy照射（国際基準No. 28 Annex 7）（FAO, 2016b） 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Anastrepha striataに対するリスク評価を行い、植物検疫上の位置づけを明らかにするととも

に、適切なリスク管理措置を検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 

Anastrepha striataを対象とする。 

 

３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位及

びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 

 

４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 

本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

要件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 

 

（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Anastrepha striataは、国内未発生である。 

 

（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本種の寄主植物であるバンジロウは国内で栽培されていることから、定着及びまん延する可

能性があると判断する。 

 

（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本種は、果実に産卵し、ふ化した幼虫が果実内部を加害することで、収穫物に損害を与える

との報告がある。現在、日本においては、発生の確認はされていないが、もし、本種が日本に

入り込み、定着、まん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性がある。 

 

（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 

 

（５）有害動植物の類別の結論 

本種は、国内において未発生であるが、仮に入り込み、定着及びまん延した場合、果実に産

卵し、ふ化した幼虫が果実内部を加害することで、収穫物に損害を与える可能性がある。その

ため、経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 

したがって、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」に規定さ

れた検疫有害動植物の要件を満たすことから、本種に対するリスクアナリシスを実施するため、

引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 

 

２．農業生産等への影響の評価 

（１）定着の可能性 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種の寄主植物であるクダモノトケイ（パッションフルーツ）等は施設栽培されており、

本種は不良環境下でも栽培施設等で生存可能と判断した。 

（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

本種は有害動物のため、評価しない。 

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

本種は有性生殖を行う。よって、評価基準に基づき２点と評価した。 

 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 

（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 
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本種の寄主植物であるバンジロウ、カキノキ属等が 46 都府県で栽培されているため、

評価基準に基づき４点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種は、フトモモ科、ウルシ科、アカテツ科等の18科に寄生することが知られている。 

（ウ）有害動植物の侵入歴 

新北区及び新熱帯区の２区に分布する。よって、評価基準に基づき２点と評価した。 

 

ウ 定着の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の2.7点となった。 

 

（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 

（ア）移動距離 

Anastrepha属の成虫は135kmの長距離飛翔する記録がある。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 

（イ）化数（年間世代数） 

原産地では周年発生していることから年複数世代と判断。よって、評価基準に基づき５

点と評価した。 

 

イ 人為分散 

（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物であるバンジロウ、カキノキ属等は、46都府県で栽培されている。よっ

て、評価基準に基づき４点と評価した。 

（イ）非農作物を介した分散 

非農作物を介した分散は知られていない。 

 

ウ まん延の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の4.7点となった。 

 

（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

寄主植物には、マンゴウ、スウィートオレンジが含まれ、影響を受ける農作物の産出額

の合計は約82.6億円であることから、評価基準に基づき１点と評価した。 

（イ）生産への影響 

幼虫が寄主植物の果実を加害するが、バンジロウ以外で明確な被害（定量的な）の情報

はない。よって、評価基準に基づき２点と評価した。 

（ウ）防除の困難さ 

情報なし。 

（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は２点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は１点と

なった。 
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イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 

本種の寄主植物であるカンキツ類は、農業保険法及び同法施行令で定める果樹並びに果

樹農業振興特別措置法施行令で定める果樹に該当するため、評価基準に基づき１点と評価

した。 

（イ）輸出への影響 

本種は、大韓民国及びジャマイカでは輸入禁止対象病害虫として規定されている。よっ

て、評価基準に基づき１点と評価した。 

 

ウ 経済的重要性の評価結果 

直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は３点

となった。 

 

（４）評価における不確実性 

特になし。 

 

（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 

３項目の評価点の積は37.4点となり、本種の農業生産等への影響の評価を「中程度」と結

論付けた。 

 

３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）寄生部位 
卵は寄主植物の果実の皮の下に産み付けられ、幼虫は果実内を

加害する。 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路として考えられるものは「消費用生植物」である。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 消費用生植物 果実 ○ 

（３）寄主植物の輸入検査量 別紙３参照 

 

（４）入り込みの可能性の評価 

ア 消費用生植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施していない。

よって、評価基準に基づき５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

卵は果実の皮の下に産み付けられる。幼虫は果実内を加害する。よって、評価基準に基

づき５点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の寄主植物であるバンジロウ、カキノキ属等は、46都府県で栽培されており、消費

用植物（穀類・豆類以外）の評価基準に基づき３点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
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Anastrepha属の成虫は135kmの長距離飛翔する記録があることから、消費用植物の評

価基準に基づき３点と評価した。 

（オ）評価における不確実性 

特にない。 

 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 

評価を行った項目の得点から平均値は 4.0 点であり、本種の消費用生植物を経路とした

場合の入り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 

 

４．Anastrepha striataの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、消費用生植物を経路として入り込む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価

の結論 用途 
入り込みの可能性

の評価の結論 

中程度 ア 消費用生植物 中程度 低い 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 

病害虫リスク評価の結果、Anastrepha striataはリスク管理措置が必要な検疫有害動物である

と判断されたことから、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う本種の入り込

みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 

 

１．Anastrepha striataに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体 

（時期） 
有効性 

実行 

可能性 

①病害虫無発

生地域の設

定及び維持 

国際基準 No. 

4及びNo. 26

の規定に基づ

き設定及び維

持する。 

〔有効性〕 

⚫ 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生地域であ

れば、有効である。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

②病害虫無発

生の生産地

又は生産用

地の設定及

び維持 

国際基準 No. 

10 の規定に

基づき設定及

び維持する。 

〔有効性〕 

⚫ 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の生産地

又は生産用地であれば、リス

ク低減できる可能性はある

が、当該生産地又は生産用地

に本種が入り込まないことを

確実にする必要がある。 

⚫ しかし、Anastrepha属の成虫

は135km飛翔した記録があ

り、飛翔能力が高いため、緩

衝地帯の設定及び物理的に隔

離されたガラスハウス等の施

設での栽培が必要になる。 

⚫ なお、生産地又は生産用地周

辺のモニタリング、果実調査

等、複数の管理措置を組み合

わせたシステムズアプローチ

の１つの要素として機能し得

る。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ システムズアプローチの１つ

 

輸出国 

（輸出前） 

 

× 

 

－ 
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の要素として検討するために

は、輸出国から具体的に提案

される管理措置の内容を検討

する必要がある。 

③システムズ

アプローチ 

国際基準 No. 

14 及び No. 

35 の規定に

基づき実施す

る。 

⚫ 複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、輸出国から具体的に提案

される管理措置の内容を検討

する必要がある。 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

－ 

 

－ 

④栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 

⚫ 卵は果実の果皮下に産み付け

られ、表面には産卵痕を生じ

る。 

⚫ しかし、卵及び幼虫は内部に

寄生するため、寄生初期段階

では発見が極めて困難なこと

から、栽培地検査のみでは有

効ではない。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に検査さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 

輸出国 

（栽培中） 

 

× 

 

○ 

⑤熱処理（温

湯浸漬処

理） 

 〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ アメリカ合衆国は、マンゴウ

の生果実について、本種を含

むAnastrepha属等を対象に処

理基準を設定している。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

⑥熱処理（強

制通風加熱

処理） 

 〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 
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はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ アメリカ合衆国は、メキシコ

及びアメリカ合衆国の発生地

域から発送されるミカン属の

生果実について、本種を含む

Anastrepha属を対象に処理基

準を設定している。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

⑦熱処理（蒸

熱処理） 

 〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ アメリカ合衆国は、メキシコ

から発送されるマンゴウ、ス

ウィートオレンジ、クレメン

ティン及びグレープフルーツ

の生果実について、本種を含

むAnastrepha属を対象に処理

基準を設定している。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

⑧低温処理  〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ アメリカ合衆国は、スウィー

トオレンジ等の生果実につい

 

輸出国 

（輸出前） 

（輸送中） 

 

○ 

 

○ 
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て、本種を含むAnastrepha属

等を対象に処理基準を設定し

ている。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

⑨臭化メチル

くん蒸処理 

 〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ アメリカ合衆国は、メキシコ

及びアメリカ合衆国の検疫地

域から発送されるスウィート

オレンジ等の生果実につい

て、本種を含むAnastrepha属

を対象に処理基準を設定して

いる。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実行

可能と考えられる。 

⚫ 輸出国によっては、臭化メチル

くん蒸が認められていない可

能性がある。 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

▽ 

⑩放射線照射

処理 

 〔有効性〕 

⚫ 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若しく

はこれと同等程度の有効性を

持つことが科学的に証明され

た処理であれば、有効であ

る。 

⚫ 国際基準では、ミバエ科を対

象とする寄主植物（果実及び

野菜）について、処理基準が

設定されている（国際基準

No. 28 PT7）。 

 

 

輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 
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〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切に処理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

⑪検査証明書

への追記 

輸出国での目

視検査の結

果、本種の付

着がないこと

を確認し、そ

の旨を検査証

明書に追記す

る。 

〔有効性〕 

⚫ 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕が生

じる。しかし、目視検査のみ

では、有効な管理措置とは言

えない。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 

輸出国 

（輸出時） 

 

× 

 

○ 

⑫輸出入検査

（目視検

査） 

植物の症状等

を確認する。 

〔有効性〕 

⚫ 卵は果皮の下に産み付けら

れ、果実表面には産卵痕を生

じる。しかし、目視検査のみ

では、有効な管理措置とは言

えない。 

 

〔実行可能性〕 

⚫ 輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可

能である。 

 

輸出国 

（輸出時） 

 

 

 

輸入国 

（輸入時） 

 

× 

 

 

 

 

× 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

⑬隔離栽培中

の検査 

輸入後、国内

の施設等にお

いて一定期間

栽培し、寄生

の有無を確認

する。 

〔有効性〕 

⚫ 多年生植物は、一定期間栽培す

ることにより、本種の内部寄生

の有無を確認できる。 

⚫ しかし、本種の成虫は 135km

飛翔した記録があることから、

ほ場内にまん延する可能性が

あるため、有効ではない。 

 

〔実行可能性〕 

多年生植物は、隔離栽培中の検

査が実行可能である。 

 

輸入国 

（輸入後） 

 

× 

 

 

○ 

 

有効性   ○：効果が高い 

▽：限定条件下で効果がある 

×：効果なし 

－：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 
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▽：限定条件下で実行可能 

×：実行困難 

－：検討しない 

 

２．経路ごとのAnastrepha striataに対するリスク管理措置の選択肢の検討 

（１）消費用生植物（果実） 

ア 検討結果 

本種の病害虫リスク評価は「低い」と結論付けられたものの、以下の点から目視検査が主

体の管理措置（選択肢⑩⑪）では、本種の入り込みのリスク低減するための管理措置とはな

らない。したがって、輸出国には目視検査よりも効果のある管理措置を求めることが妥当で

ある。 

・ 本種の卵は果皮の下に産下され、幼虫が果実内部を加害する。果実表面に産卵痕が生じ

るが、卵及び幼虫は内部に寄生するため、見逃しの可能性は否定できない。 

・ 本種は１回で１～３個（平均 1.5 個）の卵を産むことから、１個でも寄生果実が輸入さ

れれば、雌雄１対が出現する可能性がある（平均35％の出現確率）。 

病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）は、本種の入り込みのリスクに対して有効

な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域の設定及び維持は、寄主植物の栽培環

境、病害虫管理等を含む各種要因に左右されるため、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国

植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 

熱処理、低温処理、臭化メチルくん蒸及び放射線照射処理（選択肢⑤～⑩）は、科学的に

有効であることが証明される検疫処理基準があれば、管理措置として有効である。なお、放

射線照射処理（選択肢⑩）は、現在、日本では食品衛生法（厚生省, 1947）における食品照射

の取扱いにおいて、発芽防止のためのバレイショに対し、コバルト60（ガンマ線）を150Gy

照射することが認められているが、これ以外は認められていない。 

 

イ リスク管理措置の特定 

消費用生植物（果実）に対する管理措置として、本種の入り込みの可能性を低減させるこ

とが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下の管理措置を特定し

た。なお、以下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 

 

○ 輸出国（輸出前）において、植物防疫機関により設定及び維持された病害虫無発生地域で

輸出対象植物が生産された旨を検査証明書に追記する。 

○ 輸出国（輸出前等）において、以下の処理のうち、信頼水準95％における99.9968％以上

の有効量若しくはこれと同等の有効性を持つことが科学的に証明された基準を適用し、その

旨を検査証明書に追記する。 

・ 熱処理 

・ 低温処理 

・ 臭化メチルくん蒸処理 

 

３．ブラジル産、ペルー産、及びコロンビア産のチチュウカイミバエの寄主植物に係る日本の検疫

措置についてAnastrepha striataに対する検討 

本種の発生地域からの寄主植物のうち、チチュウカイミバエの寄主植物に該当する植物は、植

物防疫法施行規則（農林省, 1950b）別表２に基づき輸入は認められていない。しかし、ブラジ
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ル産、ペルー産及びコロンビア産マンゴウの生果実については、チチュウカイミバエ、ミナミア

メリカミバエ及びニシインドミバエに対して「農林水産大臣が定める基準に適合している。」

（同規則別表２の付表）ことを条件に輸入が認められている（以下「条件付き輸入解禁」とい

う。）。 

これらチチュウカイミバエ等の寄主植物に対する日本の検疫措置が本種に対しても有効である

かについて検討を行った結果、下表のとおり有効であると考える。 

なお、いずれの検疫措置も輸出国と合意している内容であるため、実行は可能である。 

 

検疫措置 検討結果 

熱処理（温湯

浸漬処理） 

（１）ブラジル産ケント種及びトミーアトキンス種のマンゴウの生果実 

ア 日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカミバエ及びニシイン

ドミバエに対する） 

温湯浸漬処理施設において、47℃の温湯により果実の中心温度を46℃と

し、その温度以上で５分間消毒。 

 

イ 参考文献 

（ア）Matias-Hernandez et al. (1998) 

（概要）本種の３齢幼虫を直接温湯浸漬処理した結果、温湯温度41.53℃

で90分、又は温湯温度39.67℃で120分の処理により、プロビット９

の水準で殺虫。 

（イ）Nascimento et al. (1992) 

（概要）ミナミアメリカミバエ、ニシインドミバエ及びチチュウカイミバ

エの卵及び３齢幼虫を寄生させたトミーアトキンス種、ヘイデン種及

びケント種のマンゴウの生果実を温湯浸漬処理した結果、Anastrepha

属（ミナミアメリカミバエ及びニシインドミバエ）の熱耐性は、チチ

ュウカイミバエと比べ同等かやや低いことを示すデータが得られた。 

（ウ）USDA (2016)（T102-a） 

（概要）対象品目：マンゴウの生果実 

対象ミバエ：チチュウカイミバエ、Anastrepha属、メキシコミバ

エ 

基準：温湯温度46.1℃以上で、果実重量375gまでは65分間、

376～500gは75分間、501～700gは90分間、701～900g

は110分間 

 

ウ 検討結果 

マンゴウは、本種の寄主植物と報告されているが、実際の加害はほとん

ど報告されておらず、「３．寄主植物及び国内分布」で言及しているよう

に、マンゴウを含む果実調査では本種は発見されていない。 

また、チチュウカイミバエとAnastrepha属（ミナミアメリカミバエ、ニ

シインドミバエ）での感受性比較試験の結果（上記イの（イ）の参考文

献）から、Anastrepha属は、チチュウカイミバエと比べて熱耐性がほぼ同

等か低いと報告されている。 
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これらのことから、日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカ

ミバエ及びニシインドミバエに対する）を適用することにより、本種のリ

スクを低減できると判断した。 

なお、ブラジル産マンゴウの生果実は、農林水産大臣が定める基準に適

合しているもの（農林水産省, 2004）として、輸入が解禁されてから2019

年12月までに5,518トン（735万果）以上の輸入実績がある。これまで、

相当数の輸入実績があるにもかかわらず、日本でAnastrepha属の発見等の

報告はない。 

 

（２）ペルー産ケント種のマンゴウの生果実 

ア 日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカミバエ及びニシイン

ドミバエに対する） 

温湯浸漬処理施設において、47℃の温湯により果実の中心温度が46℃に

なるまで消毒。 

 

イ 参考文献 

（ア）Matias-Hernandez et al. (1998) 

（概要）本種の３齢幼虫を直接温湯浸漬処理した結果、温湯温度41.53℃

で90分、又は温湯温度39.67℃で120分の処理により、プロビット９

の水準で殺虫。 

（イ）Nascimento et al. (1992) 

（概要）ミナミアメリカミバエ、ニシインドミバエ及びチチュウカイミバ

エの卵及び３齢幼虫を寄生させたトミーアトキンス種、ヘイデン種及

びケント種のマンゴウの生果実を温湯浸漬処理した結果、Anastrepha

属（ミナミアメリカミバエ及びニシインドミバエ）の熱耐性は、チチ

ュウカイミバエと比べ同等かやや低いことを示すデータが得られた。 

（ウ）USDA (2016)（T102-a） 

（概要）対象品目：マンゴウの生果実 

対象ミバエ：チチュウカイミバエ、Anastrepha属、メキシコミバ

エ 

基準：温湯温度46.1℃以上で、果実重量375gまでは65分間、

376～500gは75分間、501～700gは90分間、701～900g

は110分間 

 

ウ 検討結果 

マンゴウは、本種の寄主植物と報告されているが、実際の加害はほとん

ど報告されておらず、Ⅰの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」で

言及しているように、マンゴウを含む果実調査では本種は発見されていな

い。 

また、チチュウカイミバエとAnastrepha属（ミナミアメリカミバエ、ニ

シインドミバエ）での感受性比較試験の結果（上記イの（イ）の参考文

献）から、Anastrepha属は、チチュウカイミバエと比べて熱耐性がほぼ同

等か低いと報告されている。 
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これらのことから、日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカ

ミバエ及びニシインドミバエに対する）を適用することにより、本種のリ

スクを低減できると判断した。 

なお、ペルー産マンゴウの生果実は、農林水産大臣が定める基準に適合

しているもの（農林水産省, 2010）として、輸入が解禁されてから2019年

12月までに4,501トン（900万果）以上の輸入実績がある。これまで、相

当数の輸入実績があるにもかかわらず、日本でAnastrepha属の発見等の報

告はない。 

熱処理（蒸熱

処理） 

（１）コロンビア産トミーアトキンス種のマンゴウの生果実 

ア 日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカミバエ及びニシイン

ドミバエに対する） 

蒸熱処理施設において、飽和蒸気を使用して、果実の中心温度を46℃と

し、その温度以上で20分間消毒。 

 

イ 参考文献 

（ア）Nascimento et al. (1992) 

（概要）ミナミアメリカミバエ、ニシインドミバエ及びチチュウカイミバ

エの卵及び３齢幼虫を寄生させたトミーアトキンス種、ヘイデン種及

びケント種のマンゴウの生果実を温湯浸漬処理した結果、Anastrepha

属（ミナミアメリカミバエ及びニシインドミバエ）の熱耐性は、チチ

ュウカイミバエと比べ同等かやや低いことを示すデータが得られた。 

（イ）USDA (2016)（T106-a） 

（概要）対象品目：メキシコ産マンゴウ、スウィートオレンジ等の生果実 

対象ミバエ：Anastrepha属（メキシコミバエを含む。） 

基準：果実温度43.3℃で６時間 

 

ウ 検討結果 

マンゴウは、本種の寄主植物と報告されているが、実際の加害はほとん

ど報告されておらず、Ⅰの「３．寄主植物及び国内分布」で言及している

ように、マンゴウを含む果実調査では、本種は発見されていない。 

また、チチュウカイミバエとAnastrepha属（ミナミアメリカミバエ、ニ

シインドミバエ）での感受性比較試験の結果（上記イの（ア）の参考文

献）から、Anastrepha属は、チチュウカイミバエと比べて熱耐性がほぼ同

等か低いと報告されている。 

これらのことから、日本の基準（チチュウカイミバエ、ミナミアメリカ

ミバエ及びニシインドミバエに対する）を適用することにより、本種のリ

スクを低減できると判断した。 

なお、コロンビア産マンゴウの生果実は、農林水産大臣が定める基準に

適合しているもの（農林水産省, 2009）として、輸入が解禁されてから

2019年12月までに約１トンの輸入実績があるが、これまで日本で

Anastrepha属の発見の報告はない。 
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４．Anastrepha striataの病害虫リスク管理の結論 

経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本種の入り込みのリスクを低減させる効

果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下に取りまとめた。 

経路 対象植物 リスク管理措置 

消費用生植物

（果実） 

アカテツ科：スイショウガキ（Chrysophyllum 

cainito）、アビウ（Pouteria caimito）、ポウ

テリア・トルタ（P. torta） 

アカネ科：アラビアコーヒー（Coffea arabica） 

ウルシ科：カシューナッツ（Anacardium 

occidentale）、マンゴウ（Mangifera 

indica）、スポンディアス・ドゥルキス

（Spondias dulcis）、コガネモンビン（S. 

mombin）、モンビン（S. purpurea） 

カキノキ科：ディオスピロス・ディジナ

（Diospyros digyna） 

カタバミ科：ゴレンシ（Averrhoa carambola） 

カリオカル科：カリオカル・グラブルム

（Caryocar glabrum） 

キョウチクトウ科：コウマ・ウティリス（Couma 

utilis）、パラハンコルニア・アマパ

（Parahancornia amapa） 

キントラノオ科：ナンセ（Byrsonima 

crassifolia）、アセロラ（Malpighia 

emarginata （=M. glabra、M. punicifolia）） 

クワ科：パラミツ（Artocarpus heterophyllus） 

トケイソウ科：クダモノトケイ（Passiflora 

edulis） 

ノボタン科：ベルキア・ディコトマ（Bellucia 

dichotoma（=B. imperialis））、ベルキア・グ

ロッスラリオイデス（B. grossularioides）、ベ

ルキア・ペンタメラ（B. pentamera（=B. 

axinanthera）） 

パパイヤ科：パパイヤ（Carica papaya） 

バンレイシ科：ロリニア・ムコサ（Rollinia 

mucosa（=Annona mucosa）） 

フトモモ科：カリコルプス・モリツジアヌス

（Calycolpus moritzianus（=Psidium 

caudatum））、カンポマネシア・コルニフォ

リア（Campomanesia cornifolia）、レンブ

（Eugenia javanica（=Syzygium 

samarangense））、ユーゲニア・リグストリ

ナ（E. ligustrina）、ユーゲニア・ルスクナテ

以下のいずれかの管理措置

を実施。 

○ 輸出国（輸出前）にお

いて、植物防疫機関によ

り設定及び維持された病

害虫無発生地域で輸出対

象植物が生産された旨を

検査証明書に追記する。 

○ 輸出国（輸出前等）に

おいて、以下の処理のう

ち、信頼水準95％におけ

る 99.9968％以上の有効

量若しくはこれと同等の

有効性を持つことが科学

的に証明された基準を適

用し、その旨を検査証明

書に追記する。 

・ 熱処理 

・ 低温処理 

・ 臭化メチルくん蒸処

理 

 

なお、以下の植物は、植物

防疫法施行規則（農林省, 

1950b ）別表２の２の

Anastrepha 属に対して日

本が認定した作業計画に本

種も含まれていることか

ら、同作業計画に基づく検

疫措置を実施することを条

件に輸入が認められてい

る。 

・ メキシコ産マンゴウの

生果実（病害虫無発生地

域、温湯浸漬又は強制通

風加熱処理） 

・ メキシコ産スウィート

オレンジの生果実（病害



 

24 

ィアナ（E. luschnathiana）、マレイフトモモ

（E. malaccensis（=S. malaccense））、ユ

ーゲニア・スティピタタ（E. stipitata）、タチ

バナアデク（E. uniflora（=S. michelii））、プ

シディウム・アクタングルム（Psidium 

acutangulum）、テリハバンジロウ（P. 

cattleianum）、コスタリカバンジロウ（P. 

friedrichsthalianum）、バンジロウ（グアバ）

（P. guajava）、プシディウム・グイネエンセ

（P. guineense（= Psidium araca））、プシ

ディウム・ケンネディアヌム（P. 

kennedyanum）、プシディウム・ラルオッテ

アヌム（P. laruotteanum（=P. 

savannarum））、プシディウム・サルトリア

ヌム（P. sartorianum） 

マメ科： インガ・エドゥリス（Inga edulis（=I. 

vera））、インガ・ベルティナ（I. velutina） 

ミカン科：スウィートオレンジ（Citrus sinensis） 

ヤシ科：バカバヤシ（Oenocarpus bacaba） 

虫無発生地域、臭化メチ

ルくん蒸処理、低温処理

又は強制通風加熱処理） 

ブラジル産マンゴウ 上記３に示すとおり、２国

間合意事項に基づくチチュ

ウカイミバエ等に対する検

疫措置は、本種に対しても

適用可能と考える。 

ペルー産マンゴウ 

コロンビア産マンゴウ 

なお、輸出国から上記に示す管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記に

示す管理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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別紙１ 

 

Anastrepha striataの発生国等の根拠 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

中南米    

エクアドル 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; Marsaro 

Junior et al., 2013; USDA, 2015; CABI, 

2020 

 

エルサルバドル 発生 USDA, 2015  

オランダ領アンテ

ィル 
発生 EPPO, 2001; USDA, 2015; CABI, 2020  

ガイアナ 発生 

White and Elson-Harris, 1992; EPPO, 

2001; CDFA, 2011; USDA, 2015; CABI, 

2020 

 

グアテマラ 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; CABI, 2020 

 

コスタリカ 発生 

Jiron and Hedstrom, 1988; Jiron et al., 

1988; White and Elson-Harris, 1992; 

EPPO, 2001; CDFA, 2011; Marsaro Junior 

et al., 2013; USDA, 2015; CABI, 2020 

 

コロンビア 発生 

Jiron et al., 1988; Francisco and Raul, 

1989; White and Elson-Harris, 1992; 

Carrejo and González 1999; EPPO, 2001; 

Nunez Bueno et al., 2004; CDFA, 2011; 

USDA, 2015; CABI, 2020 

 

スリナム 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; CABI, 2020 

 

トリニダード・ト

バゴ 
発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; Weems and Fasulo 2015; CABI, 

2020 

 

ニカラグア 発生 
Borge and Basedow, 1997; EPPO, 2001; 

USDA, 2015; CABI, 2020 
 

パナマ 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; CABI, 2020 

 

パラグアイ 発生 Arias et al., 2014  
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ブラジル 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; Silva et al., 1996; Silva et al., 1998; 

EPPO, 2001; Jesus et al., 2008; Silva et al., 

2009; Uchôa and Nicácio, 2010; CDFA, 

2011; Marsaro Junior et al., 2011; Jesus-

Barros et al., 2012; Montes et al., 2012; 

Marsaro Junior et al., 2013; Taira et al., 

2013; USDA, 2015; Weems and Fasulo 

2015; Lemos et al., 2017; CABI, 2020 

 

フランス領ギアナ 発生 
EPPO, 2001; Vayssières et al., 2013; 

USDA, 2015; CABI, 2020 
 

ベネズエラ 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; Katiyar et al., 2000; EPPO, 2001; 

CDFA, 2011; Marsaro Junior et al., 2013; 

USDA, 2015; CABI, 2020 

 

ベリーズ 発生 USDA, 2015; CABI, 2020  

ペルー 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; Liquido 

et al., 2011; USDA, 2015; Weems and 

Fasulo 2015; CABI, 2020 

 

ボリビア 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; Weems and Fasulo 2015; CABI, 

2020 

 

ホンジュラス 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; USDA, 

2015; CABI, 2020 

 

メキシコ 発生 

Jiron et al., 1988; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; Aluja et al., 2003; Aluja 

et al., 2004; Birke and Aluja, 2011; CDFA, 

2011; Marsaro Junior et al., 2013; Sosa-

Armenta et al., 2015; USDA, 2015; Weems 

and Fasulo 2015; CABI, 2020 
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別紙２ 

 

Anastrepha striataの寄主植物の根拠 

 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Chrysophyllum cainito アカテツ科 
オーガスト

ノキ属 

スイショウガ

キ（スターア

ップル） 

caimito (star 

apple) 

Jiron and Hedstrom, 1988; White and Elson-Harris, 

1992; CDFA, 2011; USDA, 2015; Weems and 

Fasulo, 2015; CABI, 2020 

 

Pouteria caimito アカテツ科 アカテツ属 アビウ abiu 
Silva et al., 2009; USDA, 2015; Lemos et al., 2017; 

USDA, 2018; CABI, 2020 
 

Pouteria torta アカテツ科 アカテツ属 
ポウテリア・

トルタ 
 Taira et al., 2013; USDA, 2015; USDA, 2018  

Coffea arabica アカネ科 
コーヒーノ

キ属 

アラビアコー

ヒー 

arabica 

coffee 

Nunez Bueno, L. et al., 2004; CDFA, 2011; USDA, 

2015; USDA, 2018 
 

Anacardium 

occidentale 
ウルシ科 

アナカルデ

ィウム属 

カシューナッ

ツ 
cashew 

Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

Vayssières et al., 2013, USDA, 2015; USDA, 2018 
 

Mangifera indica ウルシ科 マンゴウ属 マンゴウ mango 

Vayssières et al., 2013; White and Elson-Harris, 

1992; EPPO, 2001; CDFA, 2011; Liquido et al., 

2011; USDA, 2015; Weems and Fasulo, 2015; 

CABI, 2020; USDA, 2018; Norrbom et al., 2019; 

Jesus-Bamos et al., 2012; Lemos et al., 2017; Silva 

et al., 1998; Montes et al., 2012; Sosa-Amenta et 

al., 2015; Jiron and Hedstrom, 1988; Francisco and 

Raul, 1989 

 

Spondias dulcis ウルシ科 
ニンメンシ

属 

スポンディア

ス・ドゥルキ

ス 

 
Jiron and Hedstrom, 1988; Vayssières et al., 2013; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
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Spondias mombin ウルシ科 
ニンメンシ

属 

コガネモンビ

ン 

yellow 

mombin 

Jiron and Hedstrom, 1988; Jiron et al., 1988; White 

and Elson-Harris, 1992; Jesus et al., 2008; CDFA, 

2011; Marsaro Junior et al., 2011; Jesus-Barros et 

al., 2012; Vayssières et al., 2013; USDA, 2015; 

Lemos et al., 2017; CABI, 2020; USDA, 2018; 

Norrbom et al., 2019 

 

Spondias purpurea ウルシ科 
ニンメンシ

属 
モンビン  

White and Elson-Harris, 1992; CDFA, 2011; 

Vayssières et al., 2013; Sosa-Armenta et al., 2015; 

USDA, 2015; CABI, 2020; USDA, 2018; Norrbom 

et al., 2019 

 

Diospyros digyna カキノキ科 カキ属 
ディオスピロ

ス・ディジナ 
 

Jiron and Hedstrom, 1988; White and Elson-Harris, 

1992; CDFA, 2011; USDA, 2015; Weems and 

Fasulo, 2015; USDA, 2018 

 

Averrhoa carambola カタバミ科 ゴレンシ属 ゴレンシ carambola 

Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

Vayssières et al., 2013; Taira et al., 2013; USDA, 

2015; USDA, 2018; CABI, 2020 

 

Caryocar glabrum 
カリオカル

科 

カリオカル

属 

カリオカル・

グラブルム 
 Jesus et al., 2008; USDA, 2015  

Couma utilis 
キョウチク

トウ科 
コウマ属 

コウマ・ウテ

ィリス 
 

Jesus et al., 2008, Jesus-Barros et al., 2012; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
 

Parahancornia 

amapa 

キョウチク

トウ科 

パラハンコ

ルニア属 

パラハンコル

ニア・アマパ 
 Jesus et al., 2008  

Byrsonima crassifolia 
キントラノ

オ科 

ビルソニマ

属 
ナンセ  

Jesus-Barros et al., 2012; USDA, 2015; USDA, 

2018 
 

Malpighia emarginata 

(=M. glabra、 M. 

punicifolia) 

キントラノ

オ科 

ヒイラギト

ラノオ属 
アセロラ acerola 

Silva, J. G., 1998; CDFA, 2011; Vayssières et al., 

2013; USDA, 2015; CABI, 2020; USDA, 2018 
 

Artocarpus クワ科 パンノキ属 パラミツ（ジ Jack fruit Silva et al., 2009; USDA, 2015  
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heterophyllus ャックフルー

ツ） 

Passiflora edulis 
トケイソウ

科 

トケイソウ

属 

クダモノトケ

イ（パッショ

ンフルーツ） 

passion fruit 
Silva et al., 1996; CDFA, 2011; Vayssières et al., 

2013; USDA, 2015; CABI, 2018; USDA, 2020 
 

Bellucia dichotoma  

(=Bellucia imperialis) 
ノボタン科 ベルキア属 

ベルキア・デ

ィコトマ 
 

Jesus-Barros et al., 2012; USDA, 2015; USDA, 

2018 
 

Bellucia 

grossularioides 
ノボタン科 ベルキア属 

ベルキア・グ

ロッスラリオ

イデス 

 
Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
 

Bellucia pentamera 

(=Bellucia 

axinanthera) 

ノボタン科 ベルキア属 
ベルキア・ペ

ンタメラ 
 

Francisco and Raul, 1989; CDFA, 2011; USDA, 

2015 
 

Carica papaya パパイア科 パパイヤ属 パパイヤ papaya Vayssières et al., 2013; USDA, 2015; USDA, 2018  

Rollinia mucosa

（=Annona 

mucosa） 

バンレイシ

科 
ロリニア属 

ロリニア・ム

コサ 
 Silva et al., 2009; USDA, 2015  

Calycolpus 

moritzianus (=Psidium 

caudatum) 

フトモモ科 
カリコルプ

ス属 

カリコルプ

ス・モリツジ

アヌス 

 Katiyar et al., 2000; USDA, 2015; USDA, 2018  

Campomanesia 

cornifolia 

(=Campomanesia 

lineatifolia) 

フトモモ科 
カンポマネ

シア属 

カンポマネシ

ア・コルニフ

ォリア 

 

Francisco and Raul, 1989; Carrejo and González, 

1999; CDFA, 2011; USDA, 2015; CABI, 2020; 

USDA, 2018 

 

Eugenia javanica 

(=Syzygium 

samarangense) 

フトモモ科 
ユーゲニア

属 
レンブ wax-jumbu Vayssières et al., 2013; USDA, 2015; USDA, 2018  

Eugenia ligustrina フトモモ科 ユーゲニア ユーゲニア・  Vayssières et al., 2013; USDA, 2015; USDA, 2018  
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属 リグストリナ 

Eugenia 

luschnathiana 
フトモモ科 

ユーゲニア

属 

ユーゲニア・

ルスクナティ

アナ 

 
Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
 

Eugenia malaccensis 

(=Syzygium 

malaccense) 

フトモモ科 
ユーゲニア

属 

マレイフトモ

モ 
Malay apple 

White and Elson-Harris, 1992; CDFA, 2011; 

Vayssières et al., 2013; USDA, 2015; CABI, 2020; 

USDA, 2018 

 

Eugenia stipitata フトモモ科 
ユーゲニア

属 

ユーゲニア・

スティピタタ 
 

Silva et al., 1996; Silva et al., 2009; CDFA, 2011; 

USDA, 2015; CABI, 2020; USDA, 2018 
 

Eugenia uniflora 

（= Syzygium 

michelii） 

フトモモ科 
ユーゲニア

属 

タチバナアデ

ク 
pitanga 

Silva et al., 1996; CDFA, 2011; USDA, 2015; 

Weems and Fasulo, 2015; CABI, 2020; USDA, 

2018 

 

Psidium acutangulum フトモモ科 
バンジロウ

属 

プシディウ

ム・アクタン

グルム 

 

Silva et al., 1996; Silva et al., 1998; EPPO, 2001; 

CDFA, 2011; Marsaro Junior et al., 2011; USDA, 

2015; CABI, 2020; USDA, 2018 

 

Psidium cattleianum  フトモモ科 
バンジロウ

属 

テリハバンジ

ロウ 

strawberry 

guava 

White and Elson-Harris, 1992; Uchôa and Nicácio, 

2010; CDFA, 2011; USDA, 2015; Weems and 

Fasulo, 2015; CABI, 2020; USDA, 2018 

 

Psidium 

friedrichsthalianum 
フトモモ科 

バンジロウ

属 

コスタリカバ

ンジロウ 

Costa Rican 

guava 

White and Elson-Harris, 1992; Borge and 

Basedow, 1997; Jiron and Hedstrom, 1988; Jiron 

et al., 1988; Katiyar et al., 2000; CDFA, 2011; 

USDA, 2015; Weems and Fasulo, 2015; CABI, 

2020; USDA, 2018 

 

Psidium guajava フトモモ科 
バンジロウ

属 
バンジロウ guava 

Jiron and Hedstrom, 1988; Jiron et al., 1988; 

Robinson and Hooper,1989; White and Elson-

Harris, 1992; Aluja and Liedo, 1993; Silva et al., 

1996; Borge and Basedow, 1997; Silva et al., 

1998; Carrejo and González 1999; Aluja et al., 
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2000a;; Katiyar et al., 2000; EPPO, 2001; Aluja et 

al., 2003;  Aluja et al., 2004; Nunez Bueno et al., 

2004; Jesus et al., 2008; Birke and Aluja, 2011; 

CDFA, 2011; Liquido et al., 2011; Marsaro Junior 

et al., 2011; Jesus-Barros et al., 2012; Marsaro 

Junior et al., 2013; Taira et al., 2013; Vayssières et 

al., 2013; Sosa-Armenta et al., 2015; USDA, 2015; 

Weems and Fasulo, 2015; Isiordia-Aquino et al., 

2017; Lemos et al., 2017; CABI, 2020; USDA, 

2018 

Psidium guineense 

(= Psidium araca ) 
フトモモ科 

バンジロウ

属 

プシディウ

ム・グイネエ

ンセ 

Guinea 

guava 

White and Elson-Harris, 1992; Aluja et al., 2000a; 

Katiyar et al., 2000; EPPO, 2001; CDFA, 2011; 

Marsaro Junior et al., 2011; Jesus-Barros et al., 

2012; USDA, 2015; Weems and Fasulo, 2015; 

CABI, 2020; USDA, 2018 

 

Psidium 

kennedyanum 
フトモモ科 

バンジロウ

属 

プシディウ

ム・ケンネデ

ィアヌム 

 Uchôa and Nicácio, 2010  

Psidium laruotteanum 

(= Psidium 

savannarum) 

フトモモ科 
バンジロウ

属 

プシディウ

ム・ラルオッ

テアヌム 

 
Jiron and Hedstrom, 1988; Jiron et al., 1988; 

USDA, 2015; CABI, 2020; USDA, 2018 
 

Psidium sartorianum フトモモ科 
バンジロウ

属 

プシディウ

ム・サルトリ

アヌム 

 

Aluja et al., 2000a; Aluja et al., 2003; CDFA, 2011; 

USDA, 2015; Weems and Fasulo, 2015; Isiordia-

Aquino et al., 2017; CABI, 2020; USDA, 2018 

 

Inga edulis (=Inga 

vera) 
マメ科 インガ属 

インガ・エド

ゥリス 
 

Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
 

Inga velutina マメ科 インガ属 
インガ・ベル

ティナ 
 

Jesus-Barros et al., 2012; USDA, 2015; USDA, 

2018 
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Citrus sinensis ミカン科 

ミカン属

（カンキツ

属） 

スウィートオ

レンジ 

sweet  

orange 

Silva et al., 2009; White and Elson-Harris, 1992; 

CDFA, 2011; USDA, 2015; Weems and Fasulo, 

2015; CABI, 2020; USDA, 2018; Jesus-Bamos et 

al., 2012; Taira et al., 2013; Lemos et al., 2017; 

Liquido et al., 2011 

 

Oenocarpus bacaba ヤシ科 
オエノカル

プス属 
バカバヤシ bacaba palm 

Jesus et al., 2008; Jesus-Barros et al., 2012; 

USDA, 2015; USDA, 2018 
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別紙３ 

 

Anastrepha striataの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 

 

（１）消費用生植物（生果実） 

単位（数量）：kg 

植物名 生産国 

発

生

国 

2017 2018 2019 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Artocarpus 

heterophyll

us(ﾊﾟﾗﾐﾂ

(ｼﾞｬｯｸﾌﾙｰ

ﾂ) 加工) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

×         1 1 

Artocarpus 

heterophyll

us(ﾊﾟﾗﾐﾂ

(ｼﾞｬｯｸﾌﾙｰ

ﾂ)) 

ﾌｨｼﾞー  × 1 56 7 808 3 154 

ﾒｷｼｺ ○         1 503 

米国 × 2 4 1 1     

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1         

Averrhoa 

carambola(

ｺﾞﾚﾝｼ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 1 1 1     

Carica 

papaya(ﾊﾟ

ﾊﾟｲﾔ 加

工) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

×         1 1 

ｶﾅﾀ  ゙ × 2 2 1 1     

ﾒｷｼｺ ○ 4 4 1 1     

英国 ×         1 1 

米国 × 8 8 2 2 4 4 

Carica 

papaya(ﾊﾟ

ﾊﾟｲﾔ) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

× 1 1         

ｶｻﾞﾌｽ

ﾀﾝ 
×     1 1     

ｶﾅﾀ  ゙ × 1 2 1 1 2 2 

ｿﾛﾓﾝ ×     1 2 2 5 

ﾄﾞﾐﾆｶ

共和国 
× 1 3         

ﾊﾜｲ × 1135 374338 1006 334150 818 265814 

ﾌｨｼﾞー  × 5 380 8 105 11 513 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 218 600834 230 714982 224 783132 
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ﾒｷｼｺ ○ 1 1 3 2092 5 13 

韓国 ×     3 4 1 1 

台湾 ×     2 936 3 1524 

米国 × 2 2 2 2 2 2 

Citrus 

sinensis(ｵ

ﾚﾝｼ  ゙加

工) 

ｶﾅﾀ  ゙ × 3 3 2 2 1 1 

ｽｳｪｰ

ﾃﾞﾝ 
×         1 1 

ﾓﾝｺﾞﾙ ×     1 1     

韓国 × 12 12 11 11 26 26 

米国 × 35 35 19 19 3 3 

Citrus 

sinensis(ｵ

ﾚﾝｼﾞ) 

ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄ  ゙
× 2 2     1 2 

ｱﾌｶﾞﾆ

ｽﾀﾝ 
×     1 20     

ｱﾗｽｶ ×     1 1     

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

× 5 5 9 9 6 6 

ｳｸﾗｲﾅ ×     2 2     

ｳｽﾞﾍﾞｷ

ｽﾀﾝ 
×     1 1 1 1 

ｴｽﾄﾆｱ × 1 1         

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ 
× 1065 36901672 1035 33403429 1052 34075120 

ｶﾀｰﾙ ×     1 1 1 1 

ｶﾅﾀ  ゙ × 128 130 97 97 24 25 

ｽｳｪｰ

ﾃﾞﾝ 
× 3 3 1 1 5 5 

ﾁｪｺ × 3 3 1 1 1 1 

ﾁﾘ ×     6 95 3 137 

ﾃﾞﾝﾏｰ

ｸ 
×         1 1 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄ  ゙
× 31 124457 20 44998 15 41691 

ﾉﾙｳｪ  ー × 1 1         

ﾌｨｼﾞー  ×         1 1 

ﾌｨﾝﾗﾝ

ﾄ  ゙
× 2 2 7 7 8 8 

ﾍﾞﾗﾙｰ

ｼ 
×     1 1     

ﾎﾟー ﾗﾝ

ﾄ  ゙
× 2 2     1 1 



 

35 

ﾒｷｼｺ ○ 63 1255523 72 1833808 17 277312 

ﾓﾝｺﾞﾙ × 4 4     15 16 

ﾘﾄｱﾆｱ ×         1 1 

英国 × 15 15 14 14 19 21 

韓国 × 891 1133 644 799 449 543 

南ｱﾌﾘ

ｶ 
× 80 2868553 89 3686941 93 3411516 

日本 × 1 10     1 1 
 米国 × 3566 49330283 2962 42830790 2234 50407866 

Coffea 

arabica(ｱﾗ

ﾋﾞｱｺｰﾋ )ー 

ﾄﾝｶ  ゙ ×         1 1 

Eugenia 

javanica(ﾚ

ﾝﾌ )゙ 

韓国 ×     1 1 2 2 

Mangifera 

indica(ﾏﾝｺﾞ

ｳ(ﾏﾝｺﾞー ) 

加工) 

ｶﾅﾀ  ゙ × 2 2 4 4 1 1 

ﾒｷｼｺ ○ 8 7188         

英国 × 1 1 2 2 2 2 

韓国 × 1 1 3 3 1 1 

米国 × 13 13 14 14 7 7 

Mangifera 

indica(ﾏﾝｺﾞ

ｳ(ﾏﾝｺﾞー )) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

× 3 5 4 12 1 2 

ｲﾝﾄ  ゙ × 42 78079 49 56547 55 51480 

ｳｸﾗｲﾅ ×     1 1     

ｵｰｽﾄﾗ

ﾘｱ 
× 11 34236 10 31275 8 13719 

ｶｻﾞﾌｽ

ﾀﾝ 
×     1 1     

ｶﾅﾀ  ゙ × 5 5 6 6 1 1 

ｸｯｸ ×         1 4 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ ○ 1 45     3 140 

ﾀｲ × 2420 1557822 2582 2005902 2612 2023853 

ﾁｪｺ ×         1 1 

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄ  ゙
×     2 4 3 3 

ﾊﾟｷｽﾀ

ﾝ 
× 67 102098 60 90332 64 116467 

ﾊﾜｲ × 1 5 1 5     

ﾌｨｼﾞー  × 5 124 14 219 3 168 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 259 525094 161 345974 165 255374 



 

36 

ﾌｨﾝﾗﾝ

ﾄ  ゙
× 1 1 1 1     

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 118 285547 120 255935 92 206012 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 12 15255 9 3995 26 12621 

ﾍﾟﾙ  ー ○ 83 316710 136 712793 161 693281 

ﾒｷｼｺ ○ 559 3099471 573 3449210 565 3346465 

ﾓﾝｺﾞﾙ ×         1 1 

英国 × 2 3 1 1 1 1 

韓国 × 16 80 15 116 36 365 

台湾 × 263 590398 278 624588 341 657449 

日本 × 1 1         
 米国 × 45 7936 44 8732 25 6340 

Passiflora 

edulis(ｸﾀﾞﾓ

ﾉﾄｹｲ(ﾊﾟｯｼ

ｮﾝﾌﾙｰﾂ)) 

ｶﾅﾀ  ゙ ×     2 2     

ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄ  ゙
× 6 272 4 103 3 128 

ﾌｨｼﾞー  ×     4 4     

ﾓﾙﾃﾞｨ

ﾌ  ゙
×         1 1 

英国 × 1 1         

韓国 × 1 5 1 2 1 5 

米国 × 11 858 7 800 8 791 

Psidium 

guajava(ﾊﾞ

ﾝｼﾞﾛｳ(ｸﾞｱ

ﾊ )゙) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

× 1 2         

ﾌｨｼﾞー  ×     2 4 4 330 

韓国 × 1 1 3 3     

米国 × 2 5 2 3 1 1 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ 
× 1 1 5 5 1 1 
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